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東公民館主催教室 開催しました！ 

 

 

 

 

    

東町人口【2021.11月末】   

男 女 合計 増減(前月比） 世帯数 

823 934 1,757 ▲4 872 

 

あけましておめでとうございます。 
 新型コロナウイルスがなかなか収束せず、皆さんにお会いする機会が
少なくなったままになっています。 
 今年は、少しでも皆さんと楽しめる機会が増えればと思っています。
どうぞよろしくお願いいたします。            

東公民館職員一同 
 

まんま筆教室 

松ぼっくりツリーワークショップ  

参加いただいた皆さんは、楽しく真剣に作業に熱中していました。 

できあがった作品は、ご自宅に飾っていただけたでしょうか？ 



講
師 

藤
井 

実

 

さ
ん
（
東
町
花
輪
） 

沢
入
宿
よ
り
白
蛇
塔
（
相
輪
塔
）
ま
で
、
二
里
。
所
々
で
休
み
休
み
ゆ
っ
く
り

と
歩
く
。
一
里
ば
か
り
く
だ
り
、
登
る
時
に
休
ん
だ
所
に
も
ど
っ
て
き
た
。
そ
こ

の
石
に
腰
掛
け
、
こ
れ
か
ら
来
る
人
の
多
く
は
こ
こ
で
休
む
だ
ろ
う
。『
こ
し
か

け
岩
』
と
名
付
け
る
べ
し
。
石
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
休
む
に
は
い
い
所
だ
。 

道
を
下
っ
て
不
動
滝
が
左
に
見
え
る
手
前
で
沢
を
渡
り
、
川
の
流
れ
を
右
に

し
て
歩
く
。
草
木
の
「
は
ち
沢
」
に
で
る
近
道
を
通
っ
て
、
昼
過
ぎ
に
沢
入
の
宿

に
帰
っ
て
き
た
。 

宿
の
主
人
に
、
案
内
し
て
く
れ
た
者
に
銅
銭
百
文
と
僅
か
な
銭
だ
が
酒
を
飲

ん
で
く
れ
と
い
っ
て
道
乗
君
が
渡
し
た
。
新
八
は
喜
ん
で
受
け
取
っ
た
。
主
人

は
草
餅
と
菜
っ
葉
の
漬
物
を
く
れ
た
の
で
、
道
乗
君
が
そ
の
代
金
を
払
お
う
と

し
た
の
だ
が
、
主
人
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。 

主
人
は
又
是
非
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。
私
達
が
新
田
を
訪
ね
さ
せ
て
も
ら
っ

た
と
き
に
は
と
、
固
く
辞
退
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

宿
を
発
っ
た
。
宿
を
左
に
出
て
一
丁
（
百
メ
ー
ト
ル
）
余
り
行
く
と
、
渡
良
瀬

川
の
流
れ
の
中
に
瀬
が
連
続
し
川
は
深
く
渦
を
巻
い
て
い
る
。
こ
こ
を
「
お
だ

ま
き
」
と
い
う
。
両
岸
は
高
く
白
い
岩
が
続
き
、
ま
こ
と
に
絶
景
で
あ
る
。
道
ば

た
か
ら
川
面
ま
で
石
が
連
な
り
、
白
い
筋
が
一
す
じ
あ
る
よ
う
だ
。
橋
を
わ
た

り
昨
日
泊
ま
っ
た
宿
の
方
を
見
る
と
、
同
じ
白
い
筋
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

珍
し
い
景
色
だ
。 

＊
次
回
は
い
よ
い
よ
最
終
回
で
す
。 

※
彦
九
郎
は
こ
の
旅
の
八
年
後
、
寬
政
二
年(

一
七
九
〇)

年
十
一
月
十
九
日

に
も
奥
州
へ
の
旅
の
帰
り
道
に
東
を
通
っ
た
こ
と
が
、
自
身
の
『
北
行
日
記
』
に

書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
６
回
に
渡
り

２
４
０
年
前
の
東
町
の
様

子
を
高
山
彦
九
郎
（
江
戸

時
代
中
頃
の
勤
王
思
想
家

で
幕
末
の
勤
王
の
獅
子
た

ち
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
明
治
維
新
に
導
い
た

人
物
）
の
旅
日
記
を
通
し

て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
相
輪
塔
か
ら
の

帰
り
道
で
す
。 あ

ず
ま
文
芸 

俳 

句 

枯
葉
舞
う 

駅
舎
の
一
画 

そ
ば
屋
明
く 
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よ
そ
の
子
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み
ん
な
神
の
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り
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観
世
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正
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歌 

梅
の
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南
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ス
イ
セ
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組
合
せ 

床
の
間
に
活
け 

正
月
気
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今
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紀
美
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渓
流
の
こ
こ
ち
よ
き
音 

聞
き
な
が
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詩
を
思
い
つ 

落
葉
踏
み
行
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金
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照
子 

歳
重
ね 

友
の
造
り
し
青
物
は 

夫
と
の
食
卓 

彩
り
和
む 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
畑 

美
智
子 

一
月
四
日
は
、
東
町
出
身
の

童
謡
の
父 

石
原
和
三
郎

の
百
回
目
の
命
日
で
す
。 

一
八
六
五
年
に
花
輪
で
生

ま
れ
、
一
九
二
二
年
に
東
京

で
亡
く
な
る
ま
で
、
教
育

者
・
編
集
者
と
し
て
、
童
謡
・

唱
歌
・
教
科
書
な
ど
、
数
多

く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

明
治
大
正
時
代
の
郷
土
の

偉
人
の
一
人
で
す
。 

 

 

東
町
に
は
、
童
謡
ふ
る
さ
と
館
や
旧

花
輪
小
学
校
記
念
館
の
他
に
も
、
和
三

郎
の
掛
軸
や
書
簡
な
ど
関
連
資
料
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
節
目
の
年
で
す
の
で
、
和

三
郎
の
企
画
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

所
蔵
し
て
い
る
資
料
を
貸
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
東
公
民
館
に
ご
報
下
さ
い
。 

「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
や
上
野
唱
歌
な
ど
、

東
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
も
ミ
ニ
展
示
し

て
い
ま
す
。
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。 

 


